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九
月
三
十
欝
午
後
六
時
よ
り
薪
會
員
敷
迎
會
を
醸
ね
本
學
年
第
一
列
會
を

附
催
す

　
利
釜
分
醗
法
の
根
本
綴
理
に
就
て
　
　
　
　
　
　
由
隙
榮
次
郎

看
講
演
坐
り
て
撒
迎
曾
に
う
つ
る
。
『
＋
胃
散
會

　
多
多
の
娼
席
春
は
米
田
敏
授
を
始
め
本
年
卒
業
さ
れ
し
由
弾
學
士
村
田
太

本
・
氏
及
學
生
等
十
爵
弘
名
な
り
き
。

印
暫
宗
教
無
比

十
月
十
九
日
（
火
）
隼
後
六
時
よ
り
文
學
部
第
六
数
室
に
て
倒
會
を
開
き
次

の
曲
講
溝
h
を
行
へ
夢
。

佛
毅
史
上
よ
募
昆
た
る
日
鮮
醗
係

鹿
野
苑
の
溶
跡
　
，

手
島
丈
學
士

松
本
教
擾

坂
農
敏
授
、
「
概
観
世
界
思
潮
。
し

　
鍛
年
の
昔
、
「
世
界
に
n
於
け
る
希
脚
臓
丈
助
の
潮
流
」
は
、
私
に
簾
か
な
印
象

を
残
し
た
。
か
の
霧
の
著
潜
が
誠
い
て
く
れ
た
舟
路
に
於
て
纏
験
し
た
、
潮

の
晋
、
波
の
色
、
藻
の
香
を
私
は
今
で
も
懐
し
い
も
の
と
し
て
瞳
じ
る
ζ
と

が
綴
來
る
。
　
こ
の
夏
私
は
陶
じ
著
碧
の
「
概
槻
世
界
史
潮
」
を
讃
む
機
曾
を

も
つ
た
。
そ
し
て
私
は
轍
無
も
「
わ
れ
は
無
難
の
永
き
を
愛
す
」
と
敦
ふ
古

人
の
雷
を
想
起
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
書
が
私
建
に
斑
ハ
へ
よ
う
と
す
る
の
は
、
「
正
確
な
目
る
知
識
に
基
き
た
る

世
界
更
の
敏
養
」
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
世
界
史
と
は
一
彊
何
を
意
昧
す
る
の
で

　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
セ

あ
お
か
。
そ
れ
は
鋳
包
動
的
な
歴
契
の
謂
で
あ
る
か
。
政
溶
史
、
紹
濟
史
晒
交

學
史
、
美
衛
史
な
ど
が
詑
載
し
、
叙
建
す
る
嬢
實
を
、
唯
漏
な
く
網
羅
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
も
　
も

の
が
世
界
史
の
任
務
で
あ
ら
う
か
。
或
は
そ
れ
は
鰻
蝋
纈
酌
な
歴
史
の
謂
で

あ
る
か
。
あ
ら
ゆ
る
側
人
、
一
切
の
甦
會
、
國
家
、
民
躾
な
ど
の
歴
史
に
共

遜
な
る
竜
の
を
擁
ら
か
に
す
る
の
が
世
界
史
の
課
題
で
あ
ら
う
か
。
ア
ナ
ト

睾
ル
・
フ
ラ
ン
ス
の
波
二
王
の
寓
飴
は
、
酔
恰
も
こ
れ
ら
の
問
に
巧
に
答
へ
て

く
れ
る
か
の
や
う
ん
見
え
る
。
世
界
更
の
灘
酌
ぷ
着
し
欝
巻
に
あ
る
と
す
れ


